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研究成果の概要（和文）：Moodleを用いたICT活用教育を普及するための基本的資料として広く利用できる、
Moodleのすべての機能説明を網羅するMoodleDocsの日本語版（非公式版）の構築を、英語版からの翻訳により行
った。また、eラーニング等活用の事例集として、Moodleのレシピ集サイトを構築した。加えて、LMSを効果的に
利用する検討を行った研究成果として、音声インターフェイスを実装することについて得られた知見をまとめる
とともに、Moodleの小テストを音声ユーザインターフェイス経由で受験できる音声アプリのプロトタイプを一般
公開した。 

研究成果の概要（英文）：We have created a Japanese (unofficial) version of MoodleDocs that covers 
all the features of Moodle by translating the English version. The online documents can be widely 
used as a basic material for disseminating ICT utilization in education using Moodle. As a casebook 
of e-learning utilization, a Moodle recipe site was also released. In addition, as a research result
 from examining the effective use of LMSs, we have developed and released a prototype of a voice app
 that enables users to take Moodle quizzes via a voice user interface.

研究分野：情報工学、ｅラーニングシステム

キーワード： Moodle　活用方法　マニュアル　LMS

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
MoodleDocsは、Moodleのすべての機能についての説明が網羅されており、スクリーンショットを多く掲載して操
作方法や活用方法を解説し、各機能のサマリをYoutube動画として埋め込んであるなど、Moodleを効果的に活用
するための手引として利用価値が高い。構築した非公式日本語版MoodleDocsは、 http://moodledocs.tkita.
net/ にて公開している。また、GoogleアシスタントおよびAmazonアレクサ向けに一般公開した音声アプリ
「Moodle小テスト」は、Moodleをより直感的に、低い認知負荷で利用できるようにする試みを体験できる実装例
である。



１．研究開始当初の背景 の背景 背景 

大学等の高等教育機関においての高等教育機関において高等の高等教育機関において教育機関においてにおいてICT活用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてが推奨され，その実施に必要なシステムとして推奨され，その実施に必要なシステムとしてされ，その高等教育機関において実施に必要なシステムとしてに必要なシステムとしてなシステムとしてシステムとしてとしてLMS（ラーニング・ラーニング・
マネジメント・システムとして）やｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成やｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成ｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成ポートフォリオシステムとしての高等教育機関において導入が各機関で進んでいる。平成が推奨され，その実施に必要なシステムとして各機関においてで進んでいる。平成進んでいる。平成んで進んでいる。平成いる。平成平成25年度文部科
学省先導的大学改革推進んでいる。平成委託事業「高等の高等教育機関において教育機関において等の高等教育機関においてにおけるICTの高等教育機関において利活用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてに関においてする調査研究」委託業務成果
報告書 http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/itaku/1347642.htm の高等教育機関において「2.2.3. ICT活用が推奨され，その実施に必要なシステムとして教育実施に必要なシステムとして状況 (8)
学習管理システム（システムとして（ラーニング・LMS）やｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成の高等教育機関において利用が推奨され，その実施に必要なシステムとして状況」によれば、『機関種別に見ると、大学事務局、学部・研究科、短期機関において種別に見ると、大学事務局、学部・研究科、短期に見ると、大学事務局、学部・研究科、短期ると、大学事務局、学部・研究科、短期
大学においては、「Moodle」利用が推奨され，その実施に必要なシステムとして割合が最も高い』との結果が示されており、が推奨され，その実施に必要なシステムとして最も高い』との結果が示されており、も高い』との結果が示されており、高い』との高等教育機関において結果が推奨され，その実施に必要なシステムとして示されており、されており、LMSの高等教育機関において代表格としてとしてMoodleが推奨され，その実施に必要なシステムとして
挙げられている。また、同報告書の 「げられている。平成また、同報告書の高等教育機関において 「1.4 結果の高等教育機関において概要なシステムとして」によれば，「大学におけるLMSの高等教育機関において導入が各機関で進んでいる。平成率はは2010年
度の高等教育機関において調査と比べ増加傾向にあり、国立大学のべ増加傾向にあり、国立大学の増加傾向にあり、国立大学のにあり、国立大学の高等教育機関において78.4%で進んでいる。平成全学導入が各機関で進んでいる。平成が推奨され，その実施に必要なシステムとしてなシステムとしてされている」状況が推奨され，その実施に必要なシステムとしてある一方で、『で進んでいる。平成、『機関種別に見ると、大学事務局、学部・研究科、短期ICT
活用が推奨され，その実施に必要なシステムとして教育の高等教育機関において導入が各機関で進んでいる。平成による本来意図する「教育の質の向上」や「授業学習時間」の向上にはうまく結びついていする「教育の高等教育機関において質の向上」や「授業学習時間」の向上にはうまく結びついていの高等教育機関において向にあり、国立大学の上」や「授業学習時間」の向上にはうまく結びついてい」やｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成「授業学習時間」の向上にはうまく結びついてい」の高等教育機関において向にあり、国立大学の上」や「授業学習時間」の向上にはうまく結びついていにはうまく結びついてい結びついてい
なシステムとしてい状況になシステムとしてっており、ICTツールの効果的な導入事例の提示等、機関・教職員への啓蒙活動が必要と考えの高等教育機関において効果的なシステムとして導入が各機関で進んでいる。平成事例の提示等、機関・教職員への啓蒙活動が必要と考えの高等教育機関において提示されており、等の高等教育機関において、機関において・教職員への啓蒙活動が必要と考えへの高等教育機関において啓蒙活動が必要と考えが推奨され，その実施に必要なシステムとして必要なシステムとしてと考ええ
られる』と指摘されている。されている。平成

２．研究の背景 目的

本研究の高等教育機関において目的は、eラーニングシステムとして等の高等教育機関においての高等教育機関において普及は日本中、世界中で見られるものの効果的な利用が進んでは日本中、世界中で進んでいる。平成見ると、大学事務局、学部・研究科、短期られるも高い』との結果が示されており、の高等教育機関においての高等教育機関において効果的なシステムとして利用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてが推奨され，その実施に必要なシステムとして進んでいる。平成んで進んでいる。平成
いるとは言えない現状を打ち破り、活用を促進するためのえなシステムとしてい現状を打ち破り、活用を促進するための打ち破り、活用を促進するためのち破り、活用を促進するための破り、活用を促進するためのり、活用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてを打ち破り、活用を促進するための促進んでいる。平成するための高等教育機関においてeラーニング等の高等教育機関において活用が推奨され，その実施に必要なシステムとして事例の提示等、機関・教職員への啓蒙活動が必要と考え集データベースをオンラデータベースを打ち破り、活用を促進するためのオンラ
イン構築することで、高等教育機関等での効果的なすることで進んでいる。平成、高等の高等教育機関において教育機関において等の高等教育機関においてで進んでいる。平成の高等教育機関において効果的なシステムとしてICT活用が推奨され，その実施に必要なシステムとして教育の高等教育機関において普及は日本中、世界中で見られるものの効果的な利用が進んでを打ち破り、活用を促進するための図する「教育の質の向上」や「授業学習時間」の向上にはうまく結びついていり教育の高等教育機関において質の向上」や「授業学習時間」の向上にはうまく結びついてい向にあり、国立大学の上」や「授業学習時間」の向上にはうまく結びついていに貢献することすること
で進んでいる。平成ある。平成本研究で進んでいる。平成はMoodleの高等教育機関において活用が推奨され，その実施に必要なシステムとして促進んでいる。平成を打ち破り、活用を促進するための対象とした。とした。平成Moodleはオープンソースの高等教育機関においてLMSで進んでいる。平成あり、ソースコー
ドがインターネット上で公開されているため、低コストで導入が可能であり、カスタマイズも容易で、日本が推奨され，その実施に必要なシステムとしてインターネット上」や「授業学習時間」の向上にはうまく結びついていで進んでいる。平成公開されているため、低コストで導入が可能であり、カスタマイズも容易で、日本されているため、低コストで導入が可能であり、カスタマイズも容易で、日本コストで進んでいる。平成導入が各機関で進んでいる。平成が推奨され，その実施に必要なシステムとして可能であり、カスタマイズも容易で、日本で進んでいる。平成あり、カスタマイズも容易で、日本も高い』との結果が示されており、容易で、日本で進んでいる。平成、日本
国内で、また、世界中で広く用いられている。で進んでいる。平成、また、世界中で進んでいる。平成広く用いられている。く結びついてい用が推奨され，その実施に必要なシステムとしていられている。平成

３．研究の背景 方法

Moodleの高等教育機関においてマニュアルの効果的な導入事例の提示等、機関・教職員への啓蒙活動が必要と考えはオンライン上」や「授業学習時間」の向上にはうまく結びついていに数多くあり、書籍もいくつか出版されているが、その多くはく結びついていあり、書籍もいくつか出版されているが、その多くはも高い』との結果が示されており、いく結びついていつか出版されているが、その多くは出版されているが、その多くはされているが推奨され，その実施に必要なシステムとして、その高等教育機関において多くあり、書籍もいくつか出版されているが、その多くはく結びついていは、
Moodle に備わっている機能についての基本的な説明にとどまっており、わっている機能であり、カスタマイズも容易で、日本についての高等教育機関において基本的なシステムとして説明にとどまっており、にとどまっており、Moodleの高等教育機関において全機能であり、カスタマイズも容易で、日本について網羅したした
日本語での資料やマニュアルは見当たらず、日本ので進んでいる。平成の高等教育機関において資料やマニュアルは見当たらず、日本のやｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成マニュアルの効果的な導入事例の提示等、機関・教職員への啓蒙活動が必要と考えは見ると、大学事務局、学部・研究科、短期当たらず、日本のたらず、日本の高等教育機関においてMoodle利用が推奨され，その実施に必要なシステムとして者が不便を感じる部分でもある。が推奨され，その実施に必要なシステムとして不便を感じる部分でもある。を打ち破り、活用を促進するための感じる部分でもある。じる部分でもある。で進んでいる。平成も高い』との結果が示されており、ある。平成Moodle の高等教育機関において
利用が推奨され，その実施に必要なシステムとして方で、『法について英語で書かれた資料やマニュアルとして代表的なものの１つが、について英語での資料やマニュアルは見当たらず、日本ので進んでいる。平成書か出版されているが、その多くはれた資料やマニュアルは見当たらず、日本のやｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成マニュアルの効果的な導入事例の提示等、機関・教職員への啓蒙活動が必要と考えとして代表的なシステムとしても高い』との結果が示されており、の高等教育機関においての高等教育機関において１つが推奨され，その実施に必要なシステムとして、Moodle開されているため、低コストで導入が可能であり、カスタマイズも容易で、日本発本部で進んでいる。平成作成
し管理システム（しているMoodleDocs(1)で進んでいる。平成ある。平成全ての高等教育機関において機能であり、カスタマイズも容易で、日本についての高等教育機関において説明にとどまっており、が推奨され，その実施に必要なシステムとして網羅したされており、Moodleの高等教育機関において使い方が分い方で、『が推奨され，その実施に必要なシステムとして分でもある。
か出版されているが、その多くはらなシステムとしてい場合が最も高い』との結果が示されており、にまず参照する基本的なマニュアルとして世界中の多くの人に利用されている。以前は文章のする基本的なシステムとしてマニュアルの効果的な導入事例の提示等、機関・教職員への啓蒙活動が必要と考えとして世界中の高等教育機関において多くあり、書籍もいくつか出版されているが、その多くはく結びついていの高等教育機関において人に利用されている。以前は文章のに利用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてされている。平成以前は文章のは文章のの高等教育機関において
みで進んでいる。平成説明にとどまっており、されているページが推奨され，その実施に必要なシステムとして多くあり、書籍もいくつか出版されているが、その多くはか出版されているが、その多くはったが推奨され，その実施に必要なシステムとして、最も高い』との結果が示されており、近ははMoodle画面のスクリーンショットを多く掲載して操作方の高等教育機関においてスクリーンショットを打ち破り、活用を促進するための多くあり、書籍もいくつか出版されているが、その多くはく結びついてい掲載して操作方して操作方で、『
法について英語で書かれた資料やマニュアルとして代表的なものの１つが、やｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成活用が推奨され，その実施に必要なシステムとして方で、『法について英語で書かれた資料やマニュアルとして代表的なものの１つが、を打ち破り、活用を促進するための解説しており、各機能であり、カスタマイズも容易で、日本の高等教育機関においてページにおいてサマリを打ち破り、活用を促進するための Youtube 動が必要と考え画として埋め込んであるなどめ込んであるなどんで進んでいる。平成あるなシステムとしてど、
Moodleに慣れていない者がれていなシステムとしてい者が不便を感じる部分でもある。が推奨され，その実施に必要なシステムとしてMoodleを打ち破り、活用を促進するための効果的に活用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてするための高等教育機関においてヒントとして利用が推奨され，その実施に必要なシステムとして価値が高い。が推奨され，その実施に必要なシステムとして高い。平成

日本語での資料やマニュアルは見当たらず、日本の版されているが、その多くはの高等教育機関においてMoodleDocsも高い』との結果が示されており、すで進んでいる。平成に存在しているが、英語以外の諸言語と同様に、英語版ほどは内容が充実ししているが推奨され，その実施に必要なシステムとして、英語での資料やマニュアルは見当たらず、日本の以外の諸言語と同様に、英語版ほどは内容が充実しの高等教育機関において諸言えない現状を打ち破り、活用を促進するための語での資料やマニュアルは見当たらず、日本のと同様に、英語版ほどは内容が充実しに、英語での資料やマニュアルは見当たらず、日本の版されているが、その多くはほどは内で、また、世界中で広く用いられている。容が推奨され，その実施に必要なシステムとして充実し
ておらず、特に最新バージョンのに最も高い』との結果が示されており、新バージョンのバージョンの高等教育機関においてMoodleに搭載して操作方されている新バージョンの機能であり、カスタマイズも容易で、日本についての高等教育機関において説明にとどまっており、は、英語での資料やマニュアルは見当たらず、日本の版されているが、その多くはの高等教育機関において更新バージョンの状況に
比べ増加傾向にあり、国立大学のべ増加傾向にあり、国立大学のて内で、また、世界中で広く用いられている。容が推奨され，その実施に必要なシステムとして不足している。このため、機械翻訳のサービスを利用し、非公式に日本語版している。平成この高等教育機関においてため、機械翻訳のサービスを利用し、非公式に日本語版の高等教育機関においてサービスを打ち破り、活用を促進するための利用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてし、非公式に日本語版に日本語での資料やマニュアルは見当たらず、日本の版されているが、その多くは MoodleDocsを打ち破り、活用を促進するための構
築することで、高等教育機関等での効果的なすることにした。平成原文で進んでいる。平成ある英語での資料やマニュアルは見当たらず、日本のドがインターネット上で公開されているため、低コストで導入が可能であり、カスタマイズも容易で、日本キュメントは、MediaWikiシステムとして上」や「授業学習時間」の向上にはうまく結びついていで進んでいる。平成構築することで、高等教育機関等での効果的なされているが推奨され，その実施に必要なシステムとして、その高等教育機関において全て
の高等教育機関においてページを打ち破り、活用を促進するためのファイルの効果的な導入事例の提示等、機関・教職員への啓蒙活動が必要と考えとして取り出してアーカイブしてあるサイトり出してアーカイブしてあるサイトしてあるサイト(2)か出版されているが、その多くはら入が各機関で進んでいる。平成手した。機械翻訳サービスとしした。平成機械翻訳のサービスを利用し、非公式に日本語版サービスとし
ては Google Cloud Translation API(3)を打ち破り、活用を促進するための用が推奨され，その実施に必要なシステムとしていた。平成これは従量制の有料サービスであり、の高等教育機関において有料やマニュアルは見当たらず、日本のサービスで進んでいる。平成あり、PHPの高等教育機関においてライブしてあるサイトラリ
(4)を打ち破り、活用を促進するための利用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてして、ファイルの効果的な導入事例の提示等、機関・教職員への啓蒙活動が必要と考え単位で翻訳した。機械翻訳後、で進んでいる。平成翻訳のサービスを利用し、非公式に日本語版した。平成機械翻訳のサービスを利用し、非公式に日本語版後、Moodle利用が推奨され，その実施に必要なシステムとしての高等教育機関において経験者が不便を感じる部分でもある。によって間」の向上にはうまく結びついてい違いや不備を直しいやｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成不備わっている機能についての基本的な説明にとどまっており、を打ち破り、活用を促進するための直しし
ている。平成なシステムとしてお、挿入が各機関で進んでいる。平成されているスクリーンショット等の高等教育機関においての高等教育機関において画像は英語版のままである。主なページにはは英語での資料やマニュアルは見当たらず、日本の版されているが、その多くはの高等教育機関においてままで進んでいる。平成ある。平成主なページにはなシステムとしてページには
Youtube動が必要と考え画が推奨され，その実施に必要なシステムとして埋め込んであるなどめ込んであるなどまれているが推奨され，その実施に必要なシステムとして、その高等教育機関において字幕も同様の方法で日本語訳を行った。も高い』との結果が示されており、同様に、英語版ほどは内容が充実しの高等教育機関において方で、『法について英語で書かれた資料やマニュアルとして代表的なものの１つが、で進んでいる。平成日本語での資料やマニュアルは見当たらず、日本の訳のサービスを利用し、非公式に日本語版を打ち破り、活用を促進するための行った。った。平成

また、LMSを打ち破り、活用を促進するための効果的に利用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてする一方で、『法について英語で書かれた資料やマニュアルとして代表的なものの１つが、として、Moodleに音声インターフェイスを実装することを試みた。下インターフェイスを打ち破り、活用を促進するための実装することを試みた。下することを打ち破り、活用を促進するための試みた。下みた。平成下
図する「教育の質の向上」や「授業学習時間」の向上にはうまく結びついていは、代表的なシステムとして２つの高等教育機関において音声インターフェイスを実装することを試みた。下サービスを打ち破り、活用を促進するための利用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてしスマートスピーカーを打ち破り、活用を促進するための用が推奨され，その実施に必要なシステムとしていてMoodleの高等教育機関において機能であり、カスタマイズも容易で、日本を打ち破り、活用を促進するための利用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてする際のの高等教育機関において
データの高等教育機関においてやｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成り取り出してアーカイブしてあるサイトりを打ち破り、活用を促進するための示されており、す。平成webhook呼び出しの外部サービス、またはエンドポイントとして呼び出される外び出しの高等教育機関において外の諸言語と同様に、英語版ほどは内容が充実し部サービス、またはエンドがインターネット上で公開されているため、低コストで導入が可能であり、カスタマイズも容易で、日本ポイントとして呼び出しの外部サービス、またはエンドポイントとして呼び出される外び出される外の諸言語と同様に、英語版ほどは内容が充実し
部サービスとして仲介サーバを指定し、仲介サーバとサーバを打ち破り、活用を促進するための指定し、仲介サーバとし、仲介サーバを指定し、仲介サーバとサーバとMoodleサイトとの高等教育機関において間」の向上にはうまく結びついていの高等教育機関においてやｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成り取り出してアーカイブしてあるサイトりは、Moodle web 
services(5)の高等教育機関において規格としてに準拠して行えば、して行った。えば、Moodle本体のカスタマイズ等が不要で実現できる。の高等教育機関においてカスタマイズも容易で、日本等の高等教育機関においてが推奨され，その実施に必要なシステムとして不要なシステムとしてで進んでいる。平成実現で進んでいる。平成きる。平成



４．研究成果

Moodleを打ち破り、活用を促進するための用が推奨され，その実施に必要なシステムとしていたICT活用が推奨され，その実施に必要なシステムとして教育を打ち破り、活用を促進するための普及は日本中、世界中で見られるものの効果的な利用が進んでするための高等教育機関において基礎資料やマニュアルは見当たらず、日本のとして広く用いられている。く結びついてい利用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてで進んでいる。平成きる、Moodleの高等教育機関においてすべ増加傾向にあり、国立大学のての高等教育機関において機能であり、カスタマイズも容易で、日本説
明にとどまっており、を打ち破り、活用を促進するための網羅したするMoodleDocsの高等教育機関において日本語での資料やマニュアルは見当たらず、日本の版されているが、その多くは（ラーニング・非公式に日本語版版されているが、その多くは）やｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成の高等教育機関において構築することで、高等教育機関等での効果的なを打ち破り、活用を促進するための行った。った。平成MoodleDocs は、Moodle の高等教育機関において利用が推奨され，その実施に必要なシステムとして方で、『法について英語で書かれた資料やマニュアルとして代表的なものの１つが、に
ついての高等教育機関において資料やマニュアルは見当たらず、日本のやｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成マニュアルの効果的な導入事例の提示等、機関・教職員への啓蒙活動が必要と考えとして、Moodle開されているため、低コストで導入が可能であり、カスタマイズも容易で、日本発本部で進んでいる。平成作成し管理システム（しているも高い』との結果が示されており、の高等教育機関においてで進んでいる。平成、すべ増加傾向にあり、国立大学のての高等教育機関において機能であり、カスタマイズも容易で、日本について
の高等教育機関において説明にとどまっており、が推奨され，その実施に必要なシステムとして網羅したされておりMoodle画面のスクリーンショットを多く掲載して操作方の高等教育機関においてスクリーンショットを打ち破り、活用を促進するための多くあり、書籍もいくつか出版されているが、その多くはく結びついてい掲載して操作方して操作方で、『法について英語で書かれた資料やマニュアルとして代表的なものの１つが、やｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成活用が推奨され，その実施に必要なシステムとして方で、『法について英語で書かれた資料やマニュアルとして代表的なものの１つが、を打ち破り、活用を促進するための解説し、
各機能であり、カスタマイズも容易で、日本の高等教育機関においてサマリを打ち破り、活用を促進するための Youtube 動が必要と考え画として埋め込んであるなどめ込んであるなどんで進んでいる。平成あるなシステムとしてど、Moodleに慣れていない者がれていなシステムとしてい者が不便を感じる部分でもある。が推奨され，その実施に必要なシステムとしてMoodleを打ち破り、活用を促進するための効果的に
活用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてするための高等教育機関において手した。機械翻訳サービスとし引として利用価値が高い。本研究において。構築した非公式日本語版として利用が推奨され，その実施に必要なシステムとして価値が高い。が推奨され，その実施に必要なシステムとして高い。平成本研究において。平成構築することで、高等教育機関等での効果的なした非公式に日本語版日本語での資料やマニュアルは見当たらず、日本の版されているが、その多くは MoodleDocs（ラーニング・下
図する「教育の質の向上」や「授業学習時間」の向上にはうまく結びついてい）やｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成は、 http://moodledocs.tkita.net/ にて公開されているため、低コストで導入が可能であり、カスタマイズも容易で、日本している。平成

また、eラーニング等の高等教育機関において活用が推奨され，その実施に必要なシステムとして事例の提示等、機関・教職員への啓蒙活動が必要と考え集データベースをオンラ(やｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成りたいことか出版されているが、その多くはらシステムとして機能であり、カスタマイズも容易で、日本の高等教育機関において設定し、仲介サーバと・運用が推奨され，その実施に必要なシステムとして方で、『法について英語で書かれた資料やマニュアルとして代表的なものの１つが、が推奨され，その実施に必要なシステムとしてわか出版されているが、その多くはる）やｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成として、ムー
ドルのレシピ集 のレシピ集 レシピ集 集 http://mdr.tkita.net/ を構築した。構築した。した。
加えて、LMSを打ち破り、活用を促進するための効果的に利用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてする検討を進めた上での研究成果として、を打ち破り、活用を促進するための進んでいる。平成めた上」や「授業学習時間」の向上にはうまく結びついていで進んでいる。平成の高等教育機関において研究成果として、VUI（ラーニング・音声インターフェイスを実装することを試みた。下インターフェイス）やｅポートフォリオシステムの導入が各機関で進んでいる。平成を打ち破り、活用を促進するための実
装することを試みた。下することについて得られた知見をまとめ、られた知見ると、大学事務局、学部・研究科、短期を打ち破り、活用を促進するためのまとめ、Moodleを打ち破り、活用を促進するためのより直し感じる部分でもある。的に低コストで導入が可能であり、カスタマイズも容易で、日本い認知負荷で利用できるようにするで進んでいる。平成利用が推奨され，その実施に必要なシステムとしてで進んでいる。平成きるようにする
試みた。下みとして、Moodleの高等教育機関において小テストをテストを打ち破り、活用を促進するための VUI経由で受験できる音声アプリ「で進んでいる。平成受験で進んでいる。平成きる音声インターフェイスを実装することを試みた。下アプリ「Moodle小テストをテスト」を打ち破り、活用を促進するための設計・試みた。下作し、
Googleアシスタントおよび Amazonアレクサ向にあり、国立大学のけに一般公開されているため、低コストで導入が可能であり、カスタマイズも容易で、日本した。平成 
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